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1.1 本事業の目的および背景

近年、福祉相談は多様化・複雑化が進む一方、生産年齢人口の減少により、相談支援員の確保が一層困難な状況となっています。こうし
た課題を踏まえ、相談記録プラットフォームを日常的に活用し、相談支援記録のデータを継続的に蓄積・活用することで、人材育成の推進お
よび相談の質の向上を図る将来像を目指します。これにより、人と人との相談の時間を充実させ、相談支援機関間の安全かつ確実な連携の
実現を目指します。

令和7年度は、令和6年度に構築した相談記録プラットフォームのプロトタイプを活用し、AI等のデジタル技術を用いた人材育成の取組を推進
しました。加えて、相談記録プラットフォームの将来的な全国展開を見据え、導入に伴う効果や想定される課題およびその対応策についても検
討を行いました。

1. はじめに



1.2 本事業の推進体制

本事業の推進体制は以下のとおりです。

1. はじめに

※内閣官房デジタル行財政改革会議事務局とも連携

日立製作所

※ 検討会は、以下の図の赤色の破線で囲まれた機関が選任した構成員（以下「構成員」という。また、これらの機関のうち

重層的支援体制整備事業実施市（①千葉市～⑧香取市）を、「構成市」という。）をもって構成しています。



1.3 検討会の位置付けおよび実施スケジュール

今年度の事業では、検証の目的に応じて計6回の検討会を実施し、検討会①から⑤においては、人材育成に関する課題整理、ユースケース
検討、検証結果の共有および全国展開に向けた課題整理を中心に議論を行いました。最終回となる検討会⑥では、これまでの人材育成に
係る取組成果の報告に加え、相談記録プラットフォームの操作体験を実施し、全国の自治体を対象に実務への活用イメージを共有しました。

検討会①(WS①)
人材育成に関する

課題分析

検討会②(WS②)
人材育成のための

ユースケース検討

7/14(月) 8/21(木)

検討会③(WS③)
AI活用に関する

検証計画共有

検討会④
検証結果の中間報告

検討会⑤
全国展開に向けたスキーム・

今年度取り組みの課題共有

検討会⑥
全国展開に向けた事業

報告・操作体験会

9/18(木) 11/18(火) 2/20(金) 3/5(木)

実施

形式

参加

自治体

対面ワークショップ

構成員

対面ワークショップ

構成員

対面ワークショップ

構成員

オンライン報告会

構成員

オンライン報告会

構成員

オンライン報告会

構成員

全国の自治体

内容 人材育成 人材育成 人材育成 人材育成 人材育成

人材育成、

相談記録プラット

フォーム

1. はじめに



第2章
AI等のデジタル技術を活用した
多機関協働事業者の人材育成に係る検証



目次

第2章 AI等のデジタル技術を活用した多機関協働事業者の人材育成に係る検証

2.1 検証全体の概要

2.1.1 検証の実施概要

2.1.2 検証のスコープ

2.1.3 全体スケジュール



2.1.1 検証の実施概要

2.1 検証全体の概要

人材育成に係る将来像（相談記録PFで蓄積された相談支援記録データの活用による人材育成の効果向上および相談の質の向上）を見
据えて、①人材育成に効果的なデータの検討や生成AIによる試行を通じて「人材育成におけるありたい姿」を定義します。その検討結果を踏
まえ、②人材育成機能との連携を前提とした相談記録PFの仕様を検討します。

相談記録データ

制度・社会資源データ

検討会での意見・
アドバイス

実機操作による評価
(2自治体での実装検証)

人材育成検証環境
どのような

データが有用

になりうるか

研修資料、対応マニュアル

ヒアリング情報

どのようなユース

ケースや機能が

効果的か

どのような

ニーズがあるか

千葉県および8市

データ

活用

相談記録プラット

フォーム※

その他データ

バーチャル
コーチ

「人材育成におけるありたい姿」との

連携を実現する上で必要となる

相談記録PFの仕様検討

ご意見

機能改良

検討会や検証を通じた「人材育成におけるありたい姿」の定義 相談記録PFの見直し

AI等のデジタル技術を活用した多機関協働事業者の人材育成に係る検証



2.1.2 検証のスコープ

2.1 検証全体の概要

本検証では人材育成をテーマに、多機関協働事業者を対象とします。
千葉県・構成員の方々と生成AIの活用が期待されるユースケースをともに策定し、検証します。

包括的相談支援事
業者等からの連携

相談受付 アセスメント プラン作成
支援の実施
（モニタリング・プラン
評価・再プラン）

終結

多機関協働

事業者

多機関協働事業の福祉相談支援業務フロー※

多機関協働

事業者

アセスメント観点

包括的相談支援

相談支援員

支援の枠組みが

見つからない

支援機関Aの地域

活動では・・・

必要に応じて、相談者

本人に直接アセスメント

社会資源・制度の充足状況

の把握と開発検討

支援関係機関間の

連携・調整

※ 以下の参考資料に基づき、作成
• 厚生労働省「重層的支援体制整備事業における具体的な支援フローについて」(2020/7/20研修動画資料)
• 厚生労働省「地域共生社会の推進及び重層的支援体制整備事業について」(2022/1/28 九州厚生局地域共生社会推進フォーラム)

重層的支援会議
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2.1.3 全体スケジュール

2.1 検証全体の概要

令和7年度事業の全体スケジュールは以下の通りです。

令和7年 令和8年

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

マイルストーン

全体スケジュール

千葉県の実施作業

日立の実施作業

キックオフ
6/6

検討会②
8/21

検討会③
9/18

検討会①
7/14

検証計画書
の策定

検討会⑥
3/5

検討会⑤
2/20

検討会④
11/18

中間報告書
提出

検証フェーズ１
検証フェーズ１：生成AIの活用可能性の探索

検証フェーズ2
具体的なユースケースに沿った

生成AI活用の検証

検証1 検証2
追加データ整備・投入
評価・チューニング

検証評価
検証報告書作成

人材育成の取組み

共有・課題抽出

人材育成に関するAI

活用の方向性検討

検証計画の

共有・アプリデモ

検証結果

1回目の報告

検証結果

2回目の報告

データ整備・投入
相談記録PFの検証環境準備

全国向け報告会・

操作体験会

操作体験会
アンケート検証① 検証②

事後検証フェーズ
全国展開向けの検討

現場
ヒアリング
1 

現場
ヒアリング
2 

ヒアリング実施

データ
入手調整

検証準備・実施調整 検証準備・実施調整
全国向け報告会・操作体験会の

実施調整

データ入手
追加データ
入手調整

AI等のデジタル技術を活用した多機関協働事業者の人材育成に係る検証

8/20

全国向け事

業説明会・操

作体験会
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